
東北農業研究　第1号　　　　　　　　　　　　　　　　　　51

なお本試験設計からは晩期追肥の単独効果を把撞する

ことは出来なかったが，少量の追肥であれは当圃場のよ

うな所では豊熟期の急激な生理的枯れ上りを防止し，最

第3表　分施　時期

ィ．2回分施の効果　（昭和30，31年平均）
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後まで順調な生育を推持する意味において若干効果的な

のではないかと観察された・しかし多量の追肥は琴に豊

熟を阻害するかの如く観察された．
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註：第1回分施は幼穂形成期．第2回分旅は減数分裂期

ロ．分施回数試験

計

結　　　　　論

庄内は山形に比べ気候的・土壌的に秋落ちの要因を多

分に含み，生育並びに収量は介施の効果が大きく，特に

2回分施の効果が大きく基肥の効果が著しい点は観念的

な東北の施肥法と異り，基肥と分施が等竜とみる暖地の

施肥法と煩似している．

気象感応試験における作況解析（第1報）

氏家四郎・斎藤豊治・佐藤三郎・小島善吾

（宮城統計調査事務所宮城県農試本場試験地）

気象感応試験は豊凶考照試験に変って，試験開始以来

10年になるが，その結果はどうなっているか作況判定上

には各ステーヂ毎に間題になるが，この問題に適応して

行くにはどうしたらよいか等についてこの試験では水苗

保温折衷畑甫等について行っているが，ここでは水筒に

ついてとり上げたが，まだ取纏め途上にあるので部分的

に述べる．

1．水育代の生育

苗の質的な問題については，本試験で明かにする事が

出来ないが、生育限界温度以上を活用して，生育寒冷地帯

の育苗としては，草丈・生体重・乾物重等の畳的な変化

もに高いrが現れるとみられる．播種後25日日の草丈と

挿秩当時の草丈とのrは0諸49＊＊，y＝14．70＋0．556Ⅹ

田植当時の乾物宅と草丈とのrは0．，88＊＊＊，y＝0月7十
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0．95Ⅹである．しかし気温と草丈との関係は，ある温度

以下になると明瞭な傾向を示さない．これは温度と生長

の法則に基くS字型の下限に受ける影啓で生長に関与す

る限界以下の温度が多く栢算されるために起る撹乱であ

ろうと思う．積算気温と生長量との関係が何度以上のと

ころが最もrが高いかをみると第1～2図の如くである・

∴＿＿＿＿＿＿＿＿
曝す甘い上り拍目し射

第1回

手相亀ウ1

第2回
播種後25日までの平均　　挿挟までの平均横井気
積算の草丈，生体重（乾　　良と草丈，生体重（乾物
物垂）との関係　　　　　　　垂）との関係

生育初期は水中でのびるので複雑な生育環境にあるの

で，生育中のある時期と環境との関係を見る場合には離

乳期を基点にとるのがよいようである．当地方では5月

上中旬になる年次間変動は大きいが，品種間変動は′ト

さい．挿秩当時の乾物重と離乳期以降の絞算気温とのr

は0．966日＊，y＝4．31＋0．041Ⅹである．苗が独立生長

を始める時期であることと，気温も限界以上に上昇して

いるとみられるから重要なステーヂであると思う．

2．活　着　期　間

挿秩後から分けつ開始期までの期を活着期問と供す

と，年次変動は8～25日で気温の影響が大きい．活着適

温以下で生育している．寒冷地帯では活着期間内の平均

気温は15√）200C以内である．挿挟後分けつ開始までの

日数とその期間の平均気温との関係はr＝0・824，y＝

64．7－2．87Xである．

3．分けつ細日間

平均気温の年次変動は18～21．5℃である．分けつ適

温より常に低いだけに変動も大きい．年次変化は20～30

日で10日間位の変動がある．分けつ遅延するような場合

は活着期間も長いから暦日では20位の変動をする革があ

る．気温の影響が大きく日照は余り明瞭でない．分けつ

期間と平均気温とのrは0．916でy＝88．0－3．03Ⅹであ

る．気温の変動と分けつ数と変動も密接でr三一0．93，

2y＝5587－203Xである．平均気温の算出は16℃以下の

日数を除いた日の気温を培算して平均値をとった．分け

つ終止期はある成長量に逢した後に気温が230C以上上昇

すると本試験では停止期になるようである，けつ子の発

生率と有効茎歩合の関係を

みると第3回の如く5型に

分けることが出来る．Ⅰ・Ⅱ

Ⅲ型までは安定型，Ⅳ・Ⅴ

型は不安定型とみられる．

耕種条件や年次変動などで

有効茎の減少する場合はⅤ

Ⅵ・Ⅲの順位に減少するが

Ⅰ・Ⅱ型は1株本数を増加

しないかぎり安定して変動
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第3回
発生茎率とその茎数
に対する有効茎歩合

しない．次位別生産能力の表現として平均秘宝と有効茎

率の相乗輩を求めこれを生産能力とした．生産能力と有

効茎発生率とのrは0．980で商いから，有効茎発生率の

低いものは種重も低いことになる．したがって生産能力

と有効茎発生率と生産能力とのrを見ると第4図の如く

r＝0．974で高い．むしろ曲線

相関が高い有効茎の推定ととも

に，次位別分けつ状況から穂の

大小・穂重の大小の頻度等が予

知出来る．次位別生産能力を型

分けして3型に分けられる．Ⅰ

型は0．567号を含むけつ子で発

生・有効茎率がともに高く年間

変動も少い安定したけつ子群で

ある．小けつ年次に安定し穂が

1わ雷糖蜜雷

第4回
生産能力と有効
茎率

発達し主将の穂重に近づくⅡ型は485161号分けつであ

る．毎年発生するが発生・有効茎率の年次変動が大きく，

不安定型である．多けつ年次は有効化して収量増加の一

国となる．Ⅲ型は19131441425P6P62号分けつで発生・

有効茎率がともに低く，生産能力も催いから．収量構成

上の大きなウェートにならない不安定型である．しかし

多けつ年次は有効化する．これらの関係は挿枚時の主梓

茎数5．5～6枚の3本梅である栽植本数を増加すればⅢ

型の不安定型の有効化はみられない．




